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議事録（案）

◇日時：2017年5月24日(水)　13:30~15:55
◇場所：5東洋海事ビルB会議室
◇出席者(敬称略)：[　委員等32名中1７名　(内、代理2名、委任連絡１名)　]
(委員長)　宮野
(副委員長)　関村
 (幹事)　瀧口、田中、成宮（代 山口）、早瀬、柳原、芦沢（代　吉見）、浅沼
(委員)　安部、内田、可児、三倉、林道、鈴木、服部、（高田：委任連絡）

 (オブザーバー)　青木(METI)、上坂(原子力学会)、川崎(廃棄物分科会)、高守(IRID)、
野田(JAEA)、長谷部(化工会)、福田(NDF)
　　　　　　　　
◇議事：
０．委員長挨拶
　　宮野委員長より開会挨拶があった。

1． 第13回廃炉検討委員会議事録および議事概要の確認
資料　廃炉委14-1①、②（安部委員説明）
前回第13 回廃炉検討委員会の議事録および議事概要が報告され、第14回日程を5/24に修正することで承認となった。

2． 委員の変更等
　　　　　　　　資料　廃炉委14-2①、②（宮野委員長説明）
林道委員の所属変更が紹介された。また、新オブザーバーとして、日本原子力研究開発機構の野田氏が紹介された。廃炉委　委員リスト及び分科会委員リストは原案通りで承認となった。
　　　　　　　　　　　　　　
3． 原子力学会秋の大会への取り組み
　　　　資料　廃炉委14-3（三倉委員説明）
三倉委員より、原子力学会2017年秋の大会の企画セッション提案書が説明され、審議の結果、分科会からのトピックスを1件にすること、開催日に関して要望を出すこと、を提案書に反映することで承認された。
主な質疑は以下の通り。
・分科会からのトピックスが2件あるが、この2件を選んだ理由は。時間の制約もあるので、今回は建屋構造の1件にしてはどうか（田中）
→学会の時期にまとまった成果が出せる見込みがある分科会を選定した。(宮野)
→廃棄物分科会ではエンドステートの議論をしており、まとまれば学会で話せるが、次回でもよい（柳原）
→建屋構造は報告書で検討している中身が間に合うかと思う（瀧口）
→今回のトピックス紹介は建屋構造の1件とする（宮野）
・開催日はNDF開催の企画(9/9)に近いほうがよい。学会に9/8(金)の午後を希望する旨、要望を出したほうがよい（田中）
→学会に要望を出すこと（宮野）
　　・部会でもデブリ関係のセッションを出すという情報がある（安部）
　　　→セッションが重ならないよう、学会に要望を出すこと（宮野）

4． NDF第2回福島第一廃炉国際フォーラムへの取り組み
資料　廃炉委14-4（浅沼幹事説明）
浅沼幹事より、NDF国際フォーラムの技術ポスターセッションへの参加申込み状況の報告があり審議の結果、ポスターは廃棄物分科会から、また、廃炉委の英文紹介パンフレットを作成し、ポスター会場等で配布することとなった。
主な質疑は以下の通り。
・廃棄物分科会のポスターの上部に廃炉委全体の状況を入れられないか（田中）
　　　→廃炉委の中の分解科会であることがわかるようにポスター上部に入れる（柳原）
・ポスターの掲示場所にパンフレットを置けるように考える（NDF）
・ポスターは現時点で74件の応募あり、ほぼいっぱいになっている（会場が最大90件）（NDF）
　　・英文パンフレットの作成にご協力をお願いしたい（宮野）

5． 平成29年度の活動　各分科会の活動計画
(1) リスク評価分科会　　　　　　　　　　　資料　廃炉委14-5-①（成宮幹事代理説明）
成宮分科会幹事より、議事録の説明があった。使用済燃料プール(SFP)の燃料取出しをサンプルにシナリオを想定しリスクを検討してきており、今年度は成果を報告書にまとめる予定との説明があった。
主な質疑は以下の通り。
　分科会の全体活動計画での今年度の活動の位置づけがわかるものを出してほしい（安部）
・今後の計画に関し、今回のSFP取出しの検討が終わったら活動終了か（田中）
　　　→現在の分科会メンバではこれより先の検討が難しい。（成宮）
・分科会から、今後の検討に向けてこういったメンバの参加が必要、といった要望は出るか（田中）
・デブリ取出しや全体の作業を考えるとリスク分科会では手に負えない可能性がある。別のところで議論して、分科会でレビューする、といったイメージか（宮野）
　　　→たとえば「穴をあける」という作業一つに絞っても多くの検討が必要であり、検討のリソースを増やすなどが必要である（成宮）

(2) 事故提言・課題フォロー分科会　　　　　　　資料　廃炉委14-5②（安部委員説明）
　　事故提言・課題フォロー分科会と未解明事項フォローWGの平成29年度の活動について説明があった。未解明事項フォローWGで調査を進めており、9月に報告書を取りまとめる計画であることが報告された。

(3) 建屋の構造性能検討分科会　　　　　　　　　資料　廃炉委14-5③（瀧口幹事説明）
分科会議事録に基づき活動状況の説明があった。
主な質疑は以下の通り。
・現状の検討状況の全体像がわかる図を示してもらうと、進展度合いを理解しやすいのではないか（宮野）
　→英文パンフレットの方に全体像の図を入れる予定である（瀧口）

(4) ロボット分科会　　　　　　　　　　　　資料　廃炉委14-5④（芦沢幹事代理説明）
ロボット学会研究会と分科会の合同委員会の議事録に基づき活動状況の説明があった。
ロボット学会（9月11～14日）でオープンフォーラム（9/11）を開催し、ロボットコンペ受賞者の講演を予定していることが報告された。

(5) 廃棄物検討分科会　　　　　　　　　　　　　資料　廃炉委14-5⑤（柳原幹事説明）
平成29年度の活動計画について、過去の事例調査、報告書のレビューを行い、福島の廃棄物にどう適用するか議論し、今年度末を目処に報告書をまとめる計画であることが報告された。
主な質疑は以下の通り。
・分科会の全体活動計画と、今年度の活動の位置づけがわかるものを出してほしい（安部）
・廃棄物管理シナリオと、エンドステートを見据えた廃棄物低減シナリオの検討がどう関係するのか、どう整理するのかが難しい（関村）
　→廃棄物の検討は作業とリンクしている。作業の最終形（エンドステート）によって廃棄物量、時期が変わる。また、廃棄物を最終的にどうするかの検討も必要である（柳原）

・エンドステートの定義も人によって異なる。共通認識を持つべきではないか（関村）
→学会全体として定義を考える必要がある（鈴木）
→エンドステートについては広く議論の場を作りたい（宮野）
→リスクの検討ともリンクする（関村）
→リスク評価の方法論ではエンドステートを明確にしておくことが重要。廃棄物に関してはリスク分科会で議論できていない。幅広い分野の人が議論に加わればリスクの検討も広く深く出来る（成宮）
・廃棄物のエンドステートは重要な議論だが、見通しができていない（福田）
→決定するのは国など。根拠のあるオプションを示すのが学会の役割であると考える（柳原）
・廃棄物を減らす検討には、廃棄物の特性評価を取り込んで議論するとよい（林道）

6． 報告事項
(1)春の学会企画セッション（3月28日）報告　　　　　　資料14-6①（安部委員説明）
　・資料に基づき説明があった。

(2)IRID：格納容器内部調査状況                          資料14-6②（高守氏説明）
　・資料に基づき、格納容器内部調査の実施状況について報告があった。
・主な質疑は以下の通り。
-No.39のグラフの縦軸の数値はいくつか（内田）
→下から1、10、100である（高守）
-今後計器を入れたりサンプリングして分析したり、になるか（上坂）
→そのためにセルを作るなどの検討が必要である（高守）
-線量データがグレーチングで高いのは水中遮へいの影響がないからではないか（内田）
→そう考えている。水中ではバックグラウンドが下がる。中性子を測定したいが水中では難しい（高守）
-ロボットは中においてきたのか（宮野）
→サソリロボットは回収する方がリスクが高く、回収をあきらめた。B2ロボットは回収できた。（高守）
-再調査はできるのか、今年度の計画は？9月の学会では本日の報告より先の話まで説明があるか（宮野）
→今後のところは計画中。学会では3号機の水中ロボット調査の結果が出ていれば出せると思う（高守）
-デブリそのものや、サンプリングしたものの分析の状況は（宮野）
→今回の調査でサンプリングした堆積物は、東京電力で分析中。デブリ等については、サンプリングしてもよいのか等も含めて検討中である（高守）

(3)平成28年度期末報告書                       　  　　 資料14-6③（安部氏説明）
　・昨年度の報告書を参考にまとめたことが報告された。

(4)平成28年度事業報告および平成29年度事業計画       資料14-6④、⑤（安部氏説明）
　・資料内容について報告された。

7． 関係組織の活動状況と連絡
(1)JAEA：廃止措置に係る研究開発の現状　　　　　　　　　資料14-7①（野田氏説明）
　・資料に基づき、研究開発状況について説明があった。
・主な質疑は以下の通り。
-データベースを整理する予定か（宮野）
→現在、原科研でデータ収集を行っている。分類の仕方が重要である（野田）
→ここにデータがある、というまとまったところがあるとよい（宮野）
-ドローンはおもしろい（宮野）
→南相馬のセンターにある。今後どう活用していくか、ダストモニタに使えないか、等検討中（野田）

(2)NDF技術検討会（9月、札幌）への対応
　・現在内容を検討中で近日中にアナウンス予定であることが報告された。

(3)福島復興・廃炉推進に貢献する学協会連絡会の動き　　　資料14-7③（田中幹事説明）
　・学協会連絡会　全体会の議事概要に基づき、最近の動きが報告された。現在34学協会が参加、2団体から申込みがあり36学協会に増える予定。
・主な質疑は以下の通り。
-すでに連携しているところもあり、これから課題が挙がってくるものもある。ご協力をお願いしたい（宮野）
-具体的にはワークショップやシンポジウムの開催などを考える（上坂）
-資料中、廃炉委はオンサイトの課題を扱うとあるが、オンサイトとオフサイトで課題を分ける必要はないのではないか（関村）
→共通する課題はある（宮野）
→コメントを反映して進め方を考えたい（田中）

8． 次回委員会の予定
・次回は9月6日13：30からとする。

以　上
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